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栓会科と総合的学習との融合カザキュラムの開発
f左
?
健 可
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1 問題のfiJT在
f総合的な学習の時間jが新設された。総合的
学習が平成14年度から小学校、中学校において、
平成15年度から高等学校において、実践される
ことになったのである。すでにその一部は実践さ
れている。
それらをみると、社会科の内容、方法と閉じよ
うなものが多い。たとえば、匡i際線解や環境問題
のような内容を取り tげ、問題解決的な学習を展
閲するような場合である。そのため、社会科と総
合的学官はどう迷うのか、どう違えればいいのか
と関われる。また、そのi知事、述慌についても問
われるのであるヘ
この1¥1l、は、社会科にとってはその存夜意義を
関われていることにも等しい。今日、改めて社会
科とは{ほか、何であるべきかと厳しく関われてい
るのである。そこで、社会科の存在意義を明らか
にするとともに、総合学習との関連について
ずる。
第lに、社会科と総合的学習の類似性と
をみてし》く。社会科はそもそも総合的な教科であ
り、また総合的学習の要素を吸収することによっ
て発l民してきたことを確認したい。しかし、その
一方で社会科にはその国有の意義、役割があるこ
とについても線認しておく。それは、社会的問題
解決による社会形成教育で、ある。
tf42に、第 lでl[Fjらかにした社会科と総合的学
習との類似性と差呉性を前提として、調者のr:W1)ili 
を考えたカリキュラム開発について原理的に検討
する。それは、社会科の社会的問題解決を拡大す
ることによって、総合的学習を組み入れる融合化
である。
tf43に、融合数元のj京耳Il的検討に基づき、具体
的な元開発の例を示す。小学校第4学年の「ご
み学習j の融合単元を開発する。
なお、総合的学習とは、学校教育における伝統
的な教科主義の教育に対抗し、発展してきた総合
的な経験カリキュラムによる設業、学習を意味し
ている。したがって、「総合的な学脅の時IjiJJは、
今日のE:I本における制度としての総合的学留であ
る。それは多様にあり得る総合的学習の一つ、と
とらえておきたい。
2 総合的学醤と社会科との類似性と差異性
(1) 社会科の総合性
はじめに、社会科の総合性について確認するこ
とからとりかかろう。社会科は、本来、地理科、
ji主史科などとは~~li二なり、総合的な教科とされたの
である。このことは、社会科スタート H寺の昭和
22年の学官指導要領「社会科編Jにおいても強
調されている。
社会科はし、わゆる学問の系統によらず、青少年
の現実生活の問題を中心として、背少年の社会
的経験を広め、また深めようとするものである。
したがってそれは、従来の教科の寄せ集めや総
合ではない。それゆえに、いままでの修身・公
民・地理・康史の教授のすがたは、もはや社会
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科のl:j1には見られなくなるのである。
(文部銭、 1947、p.3l
このように述べている22年版学習指
「社会Jは、パージニア・プラン (Courseof 
Study for Virginia Elementary Schools)を参考
にして作成されたことは周知の通りである。その
パージニア・プランは、そもそもコア・カリキュ
ラムた、ったのである。そのため、他教科の領域と
も重認する広領域の教科として社会科がはじまっ
たのである。
その後、{也教科との重複を改善し、学理者 I~! 身
の生活における1m題を学問の対象とする問題解決
学腎を総立していく。それが、 26年級学習
指導要領咋上会Jである。しかし、そこでも総合
性は照持されているのである。
しかも)lli纏iねな判断力や態良工ち、地理的、壁史
的な見方考え方も、それらが互に結びあう問題
解決の過程において設われるのが効果的である
とするならぼ、これら3教科が分立するよりも、
それらが本来自然に結びついている現実的な問
題の性格にしたがって、社会科の単元学問の"1'
でそれぞ?れのねらいを実現しようとする立場を
とることこそ、当然のなりゆきというべきであ
ろう。(文部省;、 1951、p.4l
では、今日の社会科については、どうか。たと
えば、全米社会科協議会 (NationalCouncil for 
Social Studieslによる社会科の定義がある。こ
こでも、その総合性が明示されている。
社会科は、市民としての能力を高めるために行
われる社会科学と人文科学との統合的な学習で
ある。学校の教育詩I.mljにおいて、社会科は人類
学、考古学、経済学、地理学、日正史学、法学、
哲学、政治学、心理学、宗教学、社会学の内容
を鵡干1]させ、高1織化したものである。また、時
様に人文科学、数学、 g!y京科学の内容をも総合
化している。社会科の主要な目的は、相互依存
ー 、? ???
のi殺界において、民主的、多文化的社会の市民
として、公共的な利誌のために知識に基づき合
政!的な決定を行う能力の発展に寄与することで
ある。
(National Council for Social Studies， 1994， p.3) 
このように定義される社会科の目的の達成のた
め、カリキュラム開発の参考として、 10のテー
マが用意されている。社会科として、内容を総合
化していくための視点ともなるものである。
文化(Culture)
時[11j.連続性・変化
(Time，Continuity，andChange) 
人・場所・環境
(People，Places，and Environment) 
個人的な発達・アイデンティティ
(Individual Development and ldentity) 
翻人・集毘・制度
(Individuals，Groupsうandlnstitutions) 
権力・権威・支配
(Power，Authority，and Governance) 
生産・流通・消費
(Production，Distribution，and Consumption) 
科学・技術・社会
(Science， Technology，and Society) 
|丞1擦係!係 (GlobalConnections) 
市民の.f!II想と実I~芸 (Civic ldeals and Pγacticesl 
(National Council for Social Studies， 1994ラ
pp.21-30.) 
し、ずれのテーマも領域としては広い。社会科は
もちろんのことであるが、総合的学問のテーマと
してもi吉1司できょう。
(2) 総合的学霞からの販収
社会科が本来総合的で、あることに加えて、総合
的学習からの内容や方法の吸収についても見逃せ
ない。換註すれば、社会科は総合的学習に学びな
がら、伝統的な教科主義的教背を批判的に克服し
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てきたのである。
たとえば、学習保持!としての問題解決がそうで
ある。間Jm解決をiヨ擦として、その)I!l程として社
会科の学習を構成することは一般的である。一方、
「総合的な学習の時間j においても問題解決が学
習原理として採用されている。
そもそも、問題解決は総合的学習における総合
化のJj[Jl!であったのである。この開j器j梓;えは、
に言及したli読経初期社会科がデューイ (J.
Dewey)の J~\怒の;諮響を受けていること、またそ
の思想的影響を受けたパージニア・プランを参考
にしたことなどを通して、社会科が吸収してきた
のである。その経緯を辿っておこう。
まず、デューイの主張である。わたしたちの生
きる世界は総合的である。だから、以下のように
総合的に学問することが必要で、それには生活と
閲述させた教育を行うべきだと言う。
わたしたちの生活するi段界は、数学、物理、
史というような月日々のものが隠をなして構成さ
れているW:界ではなl'。そのように一つひとつ
が出剖に坊り離された|止界に長く生活すること
はできないはずである。そうではなく、あらゆ
る制聞が分かちがたく結ぼれた共通な世界に生
活しているのである。教科は、この共通な世界
のなかにおけるさまざまな関係から生じるもの
である Q 子どもがこの|止界に対して、多
様だが、呉体nせで能動的な関係のなかで生活す
るなら江、その学問は自然に統合されるだろう。
そこでは、もはや教科の関係などは問題になら
ないだろう。教師は歴史の授業のなかにわずか
な算数の学資を総み入れるために策を奔するよ
うなことはしなくてよいのである。学校を生活
に関)lliさせるのである。そうすれば、すべての
教科は関係づけられるのである。
(Dewey， 1990， p.91.) 
このようなデューイの主張の影響は、
での実践を通して、広くアメリカ全土に及んで、い
く。とりわけ、大器慌!!fJの教育改革述動のr:1で、
その影響は強し、ものとなる。
たまたま 19291ド(昭和4年)にはじまる経j斉
不況は、これまでの教科構成を深刻に反省させ、
カリキュラムの根本的な改訂をうながしたの
で、 1930年代に入って、全アメリカをおおう
大きな教授改革の運動が起った。
(倉浮、 1949、pp.11 12.) 
ここでいう f大きな教授改革の述勤Jのーっと
して、パージニア・プランが成立するのである。
それは、先にも触れたように、後に[::J本の社会科
成立において参考にされた。そのパージニア・プ
ランについてである。
パージニア案によれば¥ はすべて民主主義
の理I!赴!を存続発展させるための社会の施設で、あ
る。だから教育は子扶に民主主義の何たるかを
.flH解させるだけでなく、民主社会の一員として、
りっぱに行動できる実践力をめざすべきであ
る。ところが現実の生活で、民主的に行動でき
る実践カを設うには、これまでの教科教材の組
織でなしに、子
な生活のi問1行吋:司Jl官ITJ を、あらゆる学習の出発点にす
べきである。/そこでパージニア案では「社会
的な問題を中心とする学習JWork around 
social problemsという学習分野をもうけ、こ
れな全体計闘のコアにすえたのである。
1949、pp.95…96)
，-"_Lr=Iう「社会的なfltJJ還を中心とする学習J
は、 2"'j二!阪学留指導要領「社会科編Jに大きな
を与えた。次のように、 J受業の}京湾[(こまで{立
誼づけられたのである。
社会科の指導方法の特色は、児童の能面してい
る!問題を中心にして、その解決への I~j 発的活動
を通じて、社会生活のJIH解及びその進展に寄与
する態度能力を佑Lさせようとするところにあ
る。 、1947、p.17)
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具体的には、問題の形式で学習内容を示したこ
とがある。たとえば、第1学年では「家や学校で、
よい子と忠われるには私たちはどうすればよい
か」等が開示されている。
その後の昭和26年の学習指導要領改訂を経て、
狭義の意味での問題解決学習としての社会科が成
立する。しかし、学習指導要領の社会科は、昭和
30年以降では問題解決学習としての社会科から
転換してしぺ。それでも、問題解決の原理は受け
継がれていくのである。したがって、今日でも問
題を設定し、その解決のために調べたり話し合っ
たりする学習によって授業が構成される。
これまでみてきたような経緯がある。社会科は、
総合的学習から問題解決をl吸収したのである。そ
のため、社会科においても、総合的学習と同じよ
うに問題解決を行うのである。このような原理的
なレベルにおいても、社会科は総合的な学習との
類似性を有する。
(3) 総合的学習と社会科との護翼
ここまでに、第 lに社会科は本来的に総合的な
教科であることを指摘した。第2に、総合的学習
から問題解決を導入して、社会科は伝統的な教科
主義からの脱却を進めてきたことを述べた。これ
ら二つのことがあるため、社会科と総合的な学習
は類似のものと受け止められるのである。
両者が類似、のものと受け止められるため、社会
科と「総合的な学習の時間j の実施に当たって、
;問題が生じるのである。それぞれの意義をどのよ
うに確立させるのか、という問題である。
この問題を前にして一定の解を得るため、差異
を明らかにすることが有効であろう。社会科は総
合(:1守学習と、どのように澄異化できるのか、とい
う視点から考察をしよう。
そこで、社会科の独自性についての議論である。
次のように、社会科では三つの独自性が選択的に
えられるのである。
f総合的な学宵の時間j の設置により、社会科
は次のような三つの方向性をもつことでその存
在意義を発揮し、この危機を乗り越えることが
できる。第 lの道は、基礎・基本とよばれてい
るものにきわめて縮小することである。 m2の
道は、社会の認識に独自な教育領域を制限する
ことである。第3の道は、社会的問題解決活動
の育成に限定することである。いずれも、一般
的な問題解決学習から社会科が徹退することを
前提にしている。 (池野、 2000、p.l)
ヱド小論で、は、 「第3の道Jを採用するお。すな
わち、社会的問題解決を原理とする社会形成教湾
としての社会科である。それは、以下に述べるよ
うな、社会形成カの育成を目指す社会的問題解決
によって1良関される。
ここでは、社会を形成する倒人として必要な資
質の、よりよい習得が目指される。/社会的な
問題を設定し、その問題解決を実現するための
を出し合い、議論によって、その解決を求め
ていく授業である。/ただし、子どもたちが現
実の社会的問題を解決することはできないし、
その資格もない。そのため、想定された学習と
しての社会的陀題解決となろう。
(佐長、 1997、pp.171-172l
先に述べたように、!日i題解決は総合的学習の原
理であり、社会科がそこから吸収したものであっ
た。しかし、この社会形成の社会科の原理となる
べき社会的問題解決は、総合的学習の一般的問題
解決とは異なる。
たとえば、パージニア・プランにおいては、
「社会的な問題を中心とする学習 (Workaround 
social problems) Jとされているが、その問題を
みてみるとかなり広い意味でのそれであることが
わかる。次の例のように、生活全般にかかわる一
般的な問題なのである。
たとえば、第ア学年の問題一覧である。そこに
は「わたしたちは毎日の生活において、
の原則をどのように実践していくことができる
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カつがある。その隣には、「わたしたちはどのよ
うにして友達をつくり、その友情を維持していく
ことができるかjというような問題もある(上司、
1974、p.720)。
、社会形成数奇の社会的問題解決における
社会的問題は、極めて限定的である。社会の成員
に不利益を与えていると考えられる具体的な社会
のシステムや制度、政策を問題とするのである。
たとえば、選挙制度である。現行の選挙制度が珂
らかの:不利訴を}よく関誌に与えているのであれ
ば、それは問題となり得る。
その解決は、不利誌を与えている問題となって
いる社会のシステムや制度、政策に代えて、新た
なそれらを考祭し、議論することである。ここで
は、社会的問題解決に加えて、議論が!京湾!として
採用される。なぜなら、民主主義社会においては、
それらの是非は集団の決定によるほかなく、そこ
では議論が必然とされるからである。
このような議論による社会的問題解決を社会科
の原理!とし、生活における一般的問題解決を阪湾!
とする総合学問とi支出するようにしたい。社会的
i問題解決も社会的科目を総合化する問題解決で、は
あるけれども、総合学習との境界は明瞭であろう。
3 融合カリキユラム器発の顕理
(1) カリキユラムの二分法を超えて
前項において検討してきた社会科と総合的学習
との類似性、差異性を前提に、両者の関連につい
て考察していこう。小学校のカリキュラムのヒで、
どのように関述させるのか、という具体的な考祭
を行う。
学校、学級のカリキュラムにおいて、総会的学
習と社会科との関述について、三つの場合を考え
ることができる。それは、 I>gJ1のような類型とな
る。
立在 ダIj
接続 総合的学習
関1 総合的学留と社会科との罷遠の3類整
第 i は、放列の場合である。総合的学現の ~ì1.元
と社会科のii元とは関連なく、即位lに計ilされる。
関連があったとしても、部分的に内容や活動を共
有し、相互に利用し合う程度である。
第 2 は、銭続である。総合的学視の ~ìi元と社会
科の単元とが、接続するように計断される場合で
ある。一方が他方を基礎づけたり、一方が他方の
発展に位置づけられたりするなどの関連が部られ
る。
第31立、融合である 3}O 第I、第2の場合とは
異なり、総合的学習と社会科の単元がそれぞれに
構成されるのではない。両者は一つのi~.元にまと
められ、構成される。一つの単元において、総合
的学穏と社会科のそれぞれの学習目標の達成が目
指され、また阿者のそれに装づき詳舗が行われる。
総合的学習と社会科とが融合された添元構成が、
いくつか系統的に計爾されたものを総合的学習と
社会科との融合カリキュラムと 1乎ぶことにする。
ところで、これまで繰り返し述べてきたように、
社会科と総合的学習とは、かなり類似牲を有する。
そのことは、以下の引用のように、教科主義か総
というカリキュラムの2項対立を疑い、
新たなパラダイムを生み出す契機を与えよう。
特に、これまでの「教科カリキュラムj か、
「経験カリキュラムj かという二分法的な捉え
方では不十分であろう。それに代わって、学習
者自らが、主体となって「重層的な柏互関係性
を創りあげていく j動的働き(ネットワーク化)
や活動を可能にするカリキュラムの構成諭の構
築が求められている。(寺凶、 1998、p.10 1)
ここで述べられているようなカリキュラム構成
を試みるようにしたL、。このようなことは、かつ
て梅根悟は次のように述べていた。
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総合教育の思総は、素材、な二重学校忠組以来、
この学校のもつ二重構造的並ヲIJ[向性格を克IJ読し
ようと試みたと言っていいが、その克服は一方
が他方を征服することによってではなく、この
一見異質で並列的に見えるものを、いわば立方
体的な統 a体にすることであった。そうするこ
とがコア・カリキュラムの最後のねらいであっ
た。(梅恨、 1977、p.29)
ここでは、教科カリキュラムから
すなわち教科カリキュラムと総合カリキュラムの
並列へと進んだ。その後、その並列状態を「立方
体的な統…体Jにするコア・カリキュラムが構想
されたと言うのである。このような解釈がどの程
度妥当かは別として、今日の学校カリキュラムは、
単なる教科カリキュラムや「二重学校jであって
はならないだろう。
ところで、放列や接続による関連カリキュラム
の場合、内容や活動が重設することが多くなろう。
このことは、現在行われている総合的学習と社会
科の実践を比較すれば、 IlfJらかである。たとえば、
第4学年社会科でごみ問題を取り上げ、問題解決
的な学習を行わせる。その一方、総合学裂におい
て環境問題の問題解決的な学習をする場合であ
る。
もちろん、内容の重複を排除することが考えら
れる。そうするなら、社会科と総合的な学習の産
別化による思しき教科主義の復活、社会科の退行
を生み出すことになるだろう。なぜなら、差別化
のために問題解決や活動的な学習は総合学習で行
うことにし、それらを社会科から引き掲げようと
することが考えられるからである。
つまり、放3/1Jや接続による関連カリキュラムの
帰結は二つのどちらかである。一つは、内容や活
動の重援を受け容れることである。もう一つは、
その重援を排除することによる社会科の退行を促
すことである。
どちらも容認できないのであれば、第3の融合
による関連カリキュラムのl~iHBを選択することに
なる。そうすることは、先述のような重層的、立
体的なカリキュラムのパラダイムを模索すること
になる。それは、カリキュラムの二分法を超える
試みとなるのである。
加えて、総合的学習と社会科の阿者の単元階成
や学官指導の充実を|ヌiることでができる。融合カ
リキュラムにおいて、総合的学習と社会科とを融
合した単元の構成を I~I ることは、そうでない場合
の両者二の単元構成や学問指導を見践す機会とな
る。そうなれば、たとえば単に活動だけに終始す
る総合的間の単元、あるいは社会的事象にはiず
る事実的知識の習得だけに終始する社会科の単元
構成や学習指導を改めることになる。
(2) 学習者のカリキユラム
総合的学習と社会科との融合カリキュラムの原
湿の第 lは、学習者のカリキュラムをIfI漉するこ
とにある。今日では、教師のカリキュラムと学対
者のカリキュラムとを区加する。前者は教r1irが事
前に立案する教育の言l'闘であり、後者は学習者が
1~1 1i立する学ぴの腹壁である。
こうして「カリキュラムj は、教科の諜裂と組
織を意味する用語として定話するが、 191世紀
のアメリカにおいて、教育行政と学校の権限の
分離を背景としてと義されている。教育行政
の規定する教科課程の大締iを「コース・オヴ・
スタデイ (学君主I指導要領)Jと1乎び、「カリキ
ュラムj は、学校において教nmと子どもが謝造
する教育経験の総体を意味する言葉となったの
である。(佐藤、 1996、p.4)
ここでは、コース・オヴ・スタディ (course 
of study) は教育の計画を意味するとされる。ま
た、カリキュラム (curriculm) は学習の履日芝、
学習経験の総体を意味する。また、前者の「公I'!'~
な枠組みJ、及び後者の一隔である「教育計ilJ 
は、 jfこのように学習者の説j誌を欠いているのであ
る。
社会科と総合的学留との融合カリキュラムの開発 7 
「公的な枠組みJr教育計悩j は、いずれも、
カリキュラムを教家の外で、実践に先だって決定
された国定的な枠組みと捉えており、数日ijと子
どもがそこから創造的な経験を創出する手段と
して捉える視点、教師と子どもの創造的な活動
とともに生成し発展するものとして捉える視点
を欠いたカリキュラム観である。さらに、それ
らは、教える閥の制度的な檎怨にのみ依拠して
おり、学ぶ1lWにとっての意味を実現し得ないカ
リキュラムf現であると設えるだろう。
(f左藤、 1996、pp.27…28)
近年では、ここで述べられているような新しい
カリキュラム概念が示されている。そして、現状
のカリキュラム概念の拡大、カリキュラム観の転
換をすべきだと言う。しかも、この転換を果たす
なら、教師による苦かれた計制よりも、学習者の
学習経験こそが主要になってくる。
このような学習者のカリキュラムの視点からす
れば、総合的学習と社会科とが間続に区別される
ことには大きな意味はない。それよりも、学習者
にとっての学習の充実こそが望ましいのである。
さらに、学習者のカリキュラムからすれば、融
合カリキュラムが総合的学習と社会科のi両者の学
習の充実を留ることが期待できる。
による教育諜程においては、どちらも内容に比し
て短時間である。そのため、教訓の教育計踊が優
先され、五rnVJれの単元学習が展開される危険性が
ある。しかし、学習者のカリキュラムとしての融
合単元とすれば、一つのテーマで許可者の1寺IlJJを合
計した単元の機成が可能となる。十分なi時十時のli在
保が容易である。そのため、単元としての学資の
充実をi翠ることができょう。
(3) 社会的問題解決の謡大
融合カリキュラムを開発するに当たって、社会
的問題解決の拡大を栄元開発の原理!とする。先述
のように、社会形成力の背成を目標とする社会的
関題解決の学問を社会科で‘行う。この社会的問題
解決を、以下のようなカリキュラムの…簿のコア
として取り扱うようにするのである。
効果的な社会科授業はカリキュラムを統合す
る。社会科は学習者にさまざまな学習をさせる。
教科書を読み、学lませ、芸術や文字:を評価させ、
話したり苦し、たりなどのコミュニケーションを
させ、観察と測定をさせ、データを明らかにし、
表現させるのである。また、すべての教科のな
かで指導される技能や知識を詑つての探求や発
見的な学習を統合したり遂行したりする。特に
小学校、中学校の設業では、社会科はカリキュ
ラムのコアとして特徴づけられる。
(National Council for Social Studies， 1994， 
p.165) 
ここで言及されている学習内容の総合化は、社
会的問題解決の拡大として具体化できょう。そも
そも問題解決における社会的問題に多機な内容を
総合する鍵があるのである。
社会的問題 (issue)は、多くのものであり得る。
ある人たちにとっては原闘であり、他の人たち
は論争とみなすかもしれないし、また加の人た
ちにとっては、問題 (problem)、障害、苦難、
ジレンマ、困窮を引き起こすものとみなされる。
わたしたちは、意見や信念、態度、偏見、確信、
感情、展望、情感、学習などをもとに社会的問
題をとらえるものである。したがって、どんな
場合でも、問題は教科の枠を越えて、小学校の
カリキュラムを;横断する探求のためのすぐれた
r:I:'心的な位置を与えてくれるのである。つまり、
カリキュラム総合化のきっかけとなり、その環
境を生み出すのが問題である。
(Wolfinger&ょStoclくardJr.， 1997 ，p.206) 
すなわち、社会的問題は総合化の契機を有する。
社会科としては、社会的問題解決を展開する。し
かし、その社会的問題が総合化の契機を有し、
習者の興味や関心が広がる。また、探求が拡大す
る。それらをやかして、総合的学習にふさわしい
8 佐長健司
学習の場を用意するようにしたい。
第1に、それは一般的問題解決へのJ広大の場合
がある。学習者共通の社会的問題解決の学寄があ
る。その一方で、、ある学習者によってそれと関連
した一般的問j題解決の学習が選択的に展隠される
ような単元の構成である。
第2に、一般的な問題解決の学習に代えて体験
活動や観察・見学活動、あるいは作品制作等の活
動的な学習が展開される場合である。共通の社会
的問題解決活動の展開に応じて、一人一人の学習
者が興味や関心のあるテーマをもとに、それらの
活動的な学習を選択し、行うようになる。
このように社会的問題解決の拡大を考えること
ができる。それを図に示す。
総合的学習
興味・関心による一般的問題解決
社会科
体験活動| 社会的問題解決|作品制作
観察・見学活動
図2 社会科と総合的学習との融合
このi習に示したように、社会的問題解決の拡大
による社会科と総合的学習との融合カリキュラム
開発を試みることにする。ただし、単元レベルに
!怒って、融合単元として開発することを具体的に
明らかにする。
4 融合カリキュラム開発の実際
(1) 社会的問器解決の構成
小学校の総合的学習、社会科の場合であれば、
まず小学校全体のそれらの計画が必要である。次
に、それらに基づく各学年の年間指導計画が作成
される。その後、各単元の指導計画というように
作成されなければならない。
ここでは、それらが作成されていることを前提
に考察を進める。まず、}弱者の年間指導計掛から
融合可能なti元を抜きI:lし、融合の意義を検討す
る。;意義が認められるなら、両者の単元における
学習活動や学習内容を一つにまとめる。ここでは、
社会的問題解決を拡大し、総合的学習ともなるよ
うな単元を構成していくようにする。
そこで、社会科の社会的問題解決学習の構成か
ら始めることにする。たとえば、第4学年社会科
に単元「わたしたちのくらしとごみJ(北1999、
pp.92…97)がある。その「単元のねらしリは、
次のように示されている。
地域のごみ処i坦!の様子について見学したり
したりして調べ、これらの事業は計画的に協力
して行われており地域の人々の健康な生活の維
持と向上に役立つていることを考えるようにす
る。また廃棄物を資源として活用していること
についても調べ資源の再利用の大切さを理解で
きるようにする。 (北、 1999、p.92o)
この日擦は、社会生活についての理解を目指す
ちのである。また、後半の「資源の再利用の大切
さのま!日解j などは、環境問題をテーマとした総合
的学習によって十分達成することが可能な詰擦で
ある。
そこで、本小論の立場で、ある、社会的問題解決
学習の目標に変形してみよう。それには、社会生
活の理解ではなく、社会形成へと自標の基調を転
換しなければならない。
まず、社会は自然のように対象化され認識され
るものではなく、わたしたちによって形成される
ものだととらえる。わたしたちによって採用さオ1
たシステムや制度、政策が社会を形成している。
しかし、それは未完の形成でしかない。だから、
よりよい社会へと発展させていくために、常に社
会のシステムや桜度、政策を見直し、不都合なも
のは斑止、あるいは更新していかなければならな
いと考える。
したがって、ごみ処理に関する社会的問題を発
見し、その解決を考えることが目標となるのであ
る。すなわち、たとえば目標は次のように書き換
えられる。
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地域のごみ越現について鵡べ、ごみ処現に
多くの賀揺と手1mがかかっている問題を明ら
かにする。その問題の解決として、地域が取
り組むべき、ごみ減量やリサイクlレ活動促進
に関する新たな仕組みについて討論し、考え
ることができる。
同時に、単:え名も変えておこう。「ごみとわた
したちのくらしJではなく、社会的問題解決の内
容が表現された方がいいであろう。そこで、上の
目標からも考えて、「ごみ問題の解決を考えようj
としておく。
次に、「ごみとわたしたちのくらしj において
展開される学関について概要をみておこう(北、
1999、pp.94-97)。
0教窓、学校、家庭から出るごみの種類や呈
について調べる。(1時間)
O学区域のごみ集積所の場所とその様子につ
いて訴!べ、ごみの行方について関心をもっO
(2 H寺閤)
学習問題 わたしたちの地域のごみはだれ
が、どのようにして始末しているのだろう。
0清掃工場の見学を通してこ、み地理の仕方や
仕組みについて調べる。 (311寺陪)
0資源ごみからリサイクル活動に関心をも
つ。(1時間)
0リサイクルマップを作成するために、リサ
イクル活動について調べる。 (3時間)
0リサイクル会議を開くために、自分はりサ
イクルにどう取り組むか考え、話し合う。
( 11む跨)
このような学習の展開も、目標の場合と閉じよ
うに書き換えられなければならない。すなわち、
議論による社会的問題解決学習の過程に構成され
るのである。構成の要素は、社会的問題の発見、
その分析、 I問題解決の提案、その提案の検討の問
つである。その概要は次のようになる。
l 地域のごみ処理について調べ、多大な費
用とヂfl立を要するという社会的問題をI!FJら
かにする。
2 その問題を生み出している社会的な仕組
みとして、大泣i肖波大法:競棄のシステムを
特定する。
3 その問題を解決するために、大抵消費大
だ棄のシステムを変えるために、リサイ
クルの{jZ進に関する仕組みやlレールを考え
る。
4 新たに考えられたリサイクルの挺進に l~l
する仕組みゃyレーノレの有効性や問題点につ
いて討論し、検討する。
この展開の概要に基づいて、呉体的な展開図を
作成してみよう。|玄13のようになる。この展開図
を彩元構成の基底とするのである。
(2) 融合単元の障発
上で明らかにした単元 fごみ問題の解決を考え
ようJと同じように、総合的学習の指導計画には、
深境問題をテーマにしたものが多い。その一つに、
4学年「かんきょうJがある(文部省、 1999、
pp.16 19)。その目標は、次のように示されて
いる。
地域など、自分を取り巻く身近な環境について
の調査や取材などの探求活動を通して、自分の
考え方や態度前でのgj分の在り方を見つめよう
とする。(文部省、 1999、p.17)
ここに示された目標であれば、図3に示したゴ
ミ問題の社会的問題解決の学習においても十分に
達成できる呂襟でもある。社会的問題解決の学習
においても、身近な探境を調査する。また、その
活動をも含めた問題解決の学習を振り返り、自己
のあり方を見つめることも問題解決の活動の評価
として行うことになろう。
??? 仏: f毛{注 βl
問題の発見 陪題の分析 解決の提案 解決の検討
一① 「③ (④ 「⑤
ごみとその処理に ごみ問題を生みだし 問題解決のために 事rたな仕組みゃルー
ついて説べよう ている仕組みゃルー 仕組みやルールを )vが別のi問題を生み
-学校や家庭のご )vは侭か どう変えるか はしないか
みの調査
. 1奇諦工場と最終 -ごみ処理の手数 -手数料を値上 討論をしよう
処分場の見学 料が安いこと げする -賛成側
手数料を値上げす
るべきである。値
一② -ものを鈍い捨 -物を大切にす 上げすれば、ごみ
ごみ処理にはどん てる仕組み る広報を行う を社1さないように
な問題があるか し、 1)サイクルに
-莫大な;監のごみ 積極的になるか
々増加 -リサイクルのた 1)サイクルセ ら。
-多くの費用と手 めの施設がないこ ンターを建設す -反対側
開 と る 値上げをするべき
-最終処分場の用 ではない。高い手
地の不足 数料を支払わない
で、決められた場I討っめ⑤論大てるの結果に基づいて宜見をまとめよう 所以外に捨てるよきな値上げ、ではなく、少しの値上げによ うになるから。
ごみ問題を地域で考え、リサイクルを進一一
ようにするべきである。
図3 社会的問題解決 fごみ隠惑の終決を考えようjの際関図
さて、「かんきょうj の総合的学習は下位のti マを変えて、ほぽ同じような活動の展開が計I訴さ
元に分けられている。 rぼくらは環境探検時J れている。そこには体験活動、調査活動、官官i人的
03時間)、「住みよい能ってどんな街J(14f期間、
「ぼくらは米来の環境大担J(8 f待出)の三つであ
る。これらのうち、第 1の単元における主要な学
理活動を書き出してみると次のようである。
r Iまくらは環境探検隊j
f環境j と人間とのかかわりについて考
える。(ビデオ視聴、話し合L、)
2 地域や家庭での環境問題の実態を諜査す
る。(グループ調査、発表)
3 地域の環境陪題について、自分が一番関
心のある問題を追求する。(課題設定、
函i立菜、 言語査)
4 地域の環境問題について調査した結梁を
まとめる。(表現のための作品制作)
5 地域の潔境問題について学級全体で学習
のまとめをする。(思いや考えの発表)
第2、第3の元については省略するが、テー
な探求活動、表現活動、作品制作等で、構成される。
これまでにみてきたような目標、内容、学習活
動であれば、ト分に融合i'L元として可能で、あろう。
すなわち、先の社会科単元 fごみ問題の解決を考
えようj の社会的問題解決から、学習者自身の興
味・関心に応じて、選択的にそれらの内容、 i苫丞b
を展開していくことである。そう計画することに
よって、栄元「ごみ問題の解決を考えようjのEl
を達成するとともに、同日寺に総合学習の目擦を
も達成する融合単元とするのである。
それには、社会的問題解決の内容、過程に関係
する…般的な問題解決、及び体験活動や鉱l祭・見
学、作品i凶作者;の学習活動について明らかにする
ことが求められる。学習者の実態から考えて、興
味や関心、必然性をもって関係づけられ、行われ
るそれらの活動について具体的に検討する。 明ら
かになったそれらを先の社会的問題解決の学習に
加えていく。こうして作成されたものがl:?j4-の
元展liHl:?jである。
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関心の喚起 一穀的問題解決活動 コミュニティーゲス
環境と人間とのか ピデオ視聴や体験活動、社会的関 トとの学習
かわりについて、ピ 題の分析から、興味や関心を抱いた 討論の準備が撃つ
デオを視聴し、話し ことについて、調べ活動を行う。 たところで、コミュ
合う。 ① 調べたい爵題の設定 ニティゲストを揺
② 調べる計画の作成 き、討論を公開する。
③ 調べ活動 討論終了後、コミュ
@ まとめと発表 ニティゲストとの話
体農業活動 テーマ例 排気ガス、騒音、ごみの し合いを行う。
地域の清掃活動等 ポイ捨て、市の環境保全課の仕事、 コミュニティゲスト
に参加する。 リサイクル活動、商品の餐器や包装 市の職員、主婦等
問題の発見 問題の分析 解決の提案 解決の検討
戸① 「③ 「一@ 一⑤
ごみとその処理に ごみ問題を生みだし 問題解決のために 新たな仕組みやル
ついて調べよう ている仕組みゃルー 仕組みやルールを -)vが別の問題を
-学校や家庭のご )v は1ITJか どう変えるか みはしないか
みの説査
-清掃工場と最経 -ごみ処理の手数 トー 数料を値上一 討論をしよう
処分場見学 料が安いこと げする -賛成側
値上げするべき
である。値上げ
「② -ものを使い捨 トー -物を大切にす をすれば、ごみ
ごみ処理にはどん てる仕組み る広報を行う を出さないよう
な問題があるか にし、リサイク
-莫大 のごみ ルに穣掻的にな
-年々増加 • 1)サイクルのた トー -リサイクルセ るから。
-多くの費用と めの脇設がないこ ンターを建設す -反対側
開 と る 錨上げをするべ
-最終処分場の用 きではない。高
i患の不足 しユ 数料を支払
一⑤ わなくて、決め
討論の結果に基づいて意見をまとめよう られた場所以外
-大きな{陸上げではなく、少しの{直上げに に}舎でるように
よってごみ問題を地域で考え、リサイクル なるから。
そ進めるようにするべきである。
作品制作 体験活動
学習してきた内容を作品にまとめる。 多誌なリサイクル活動
① 作品のテーマを決め、内容を考える。 を体験してみる。
② 表現方法を考え、制作の計画を立てる。 トー ① リサイクル活動につ
レポート、新聞、ピデオ番組、インターネットHP いて調べる。
③ 準備し、制作する。 -生ごみからのたい肥
-溌拙からの石鹸
-牛乳パックはがき
-フリーマーケット
総括的評鶴(社会科としての評価も問時に行う) ② 材料を めて、準備
作品を発表するとともに、これまでの学習の成果をまとめる。 をする。
そすることによって、学習のあゆみを振り遮り、その成果につい 命活動する。
て自己評価、相互評師し、教師にも評価を求める。 ③ 活動の報告をする。
図4 融合単元 fごみ問題学習jの震関図
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なお、ここでの融合単元は fごみ問題学習j と
名付けておく。学習内容が「ごみ問題の解決を考
えようj にとどまらないからである。
(3) 融合単売の展開の実捺
ほ14に明らかにしたような融合単元における選
択的な総合的学習の内容については、概略的な計
画にとどめる。なぜなら、学習者に学胃の計ilを
させる余地を残しておくことが必要だからで
ある。また、評価についても学現者自身によるも
のをも重視することになる。
この点で‘は、次のような「タイラ一理論Jを相
対化しておきたいのである。
ところで、いわゆる“タイラー理論'うなるもの
の概要はよく知られているところである。すな
わち、「カリキュラムあるいは授業プランの手
)1闘を作成しようとするとき、どうしても考慮し
なければならない基本的なJli:LIつの課題につい
て述べているのである。
(1) 学校はいかなる教育目標を達成すべき
カミ。
(2) 教育目標を達成するためにいかなる教
育活動を行うべきか。
(3) 教育活動をいかに効果的に組織すべき
か。
(4) 教育日擦が達成されたかどうかをどの
ようにして評組liすべきか。
(クリバー ド、 1997、p.44)
このような「タイラ一理論Jに対して、次のよ
うに言う。
今日、問題になっている総合学習におけるカリ
キュラム諭はタイラ一理論ではあり得ない。教
師と子どもがともに興味・際心を慕礎に、活動
を構成し、全体活動を見直して百棟を考え達成
していくものである。(加藤、 1997、p.57)
このような指摘を受け容れるなら、社会的問題
解決から拡大された部分については、社会的問題
解決を進めながら、学習者が必要を感じたi時点で、
それぞれに応じて展開するように指導していかな
ければならないだろう。ここでは、大綱的な計画
の立案にとどまり、細部は学習者に委ねるのであ
る。
したがって、融合 fごみ問題学留Jの展開
において、一般的問題解決の学皆、及び多様な活
動的学官を計附したが、それらも選択の対象とな
り、学留者に委ねられる。どのような問題を取り
上げ、どのように活動するかについては学習者の
選択に委ねられる。また、阿1寺に示された活動的
な学習についても、それぞれ活動内容は選択され、
細部は学習者による。
さらに言えば、活動的な学習についても闘に示
したものすべてを繍絡する必要はないと考えてい
る。社会的問題解決と総括的評価の学習を共通に
行わせることは譲れないが、学習者個々の興味や
際心、問題意識によっては他はすべて選択的な取
り扱いとする場合も認めたい。
ここでは、単元の基底としての単元の展開閣を
示すにとどめる。ただし、実路の単元展開におい
ては、タイラ一理論の批判において触れたように、
教師にはかなり柔軟な対応が要求される。
習者の選択に応じて柔軟な対応をするなら
ば、単元の展開はill!1人的なカリキュラムへと変貌
していくであろう。ある学習者は共通のごみ問題
の問題解決と平行して、騒音問題をテーマに一般
的陀題解決を行う。別の学習者はごみ問題解決か
ら翼味付けられたりサイクル活動の体験的な学習
へと進み、熱心に活動する。このよう、単元計il
の柔軟な取扱いは学習者のカリキュラムへの発展
を促していくのである。また、それは儒人カリキ
ュラムの様相も帯びてこよう。
5 小括
本小論の目的は、社会科の存夜意義をI明らかに
するとともに、総合学習との関連について考察す
ることにあった。第 lに、社会科と総合的学習の
類似性と差異性を明らかにした。社会科はそもそ
社会科と総合的学百との融合カリキュラムのIJH発 13 
も地理科や歴史科を超える総合的な教科であり、
また総合的学習から問題解決の原理等を吸収し、
発展してきたのである。その一方で、、社会科には
その悶有の意義、目的として、社会形成力の育成
があることを述べた。
第2に、第lで明らかにした類似性と差異性を
前提として、社会科と総合的学習との関連を考え
たカリキュラム開発について原理的に検討した。
それは、新たなカリキュラムのパラダイムを求め、
学習者のカリキュラムを視点とするものである。
具体的には、社会科の社会的問題解決の拡大によ
る総合学習との融合化である。
第3に、副!合化の原理的検討に基づき、具体的
な単元開発の例を示した。小学校第4学年の(C19!合
単元「ごみ問題学~l?lJである。
こうして、社会科は社会的問題解決の学習を行
うことで存在意義を発揮する。それと同II~}~こ、そ
の拡大によって総合的学1~l と融合的なカリキュラ
ムをrm9'きしていくことができるのである。
この融合カリキュラムにおける単元の学習で
は、社会的IlfJ題解決をいわばコアにし、そこから
拡大された一般的問題解決や活動的学習が展開さ
れる。このようなある臨のコア・カリキュラムと
して構成されることになったのである。
j主
1) r総合的な学習の1寺IlfjJと社会科との関係を
考えるにあたって、前者の f時間j という枠に
注目すべきだとする主張がある(小問、 2000)。
しかし、その主張に従うことはしない。なぜな
ら、本小論においてカリキュラム開発の原理!と
する学習者のカリキュラムの視点からすれば、
「時間Jと教科との違いにほとんど意味はない
からである0
2) 第lの常識的本質主義社会科でもなく、第2
の科学主義社会科でもなく、第3の社会形成の
社会科を選択している。なぜ、そうするのか。
池野1999、池野2001，生長200la、佐長
2001 b，服部2001、服部2002において、そ
れぞれの立場から論じられている。
3) 融合によって社会科と総合的学習との際連を
図る単元構成として、吉田、 1999がある。た
だし、科学主義社会科の立場からの試みとなっ
ている。
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